
1．GNU環境についてのおさらい

まずは，組み込みソフトウェア開発に必要なパッケージ

を以下に説明します．

● バイナリ・ツール（binutils）

バイナリを扱うツールを集めたbinutils（ビン・ユーティ

ルズと読む）パッケージは次のURLからダウンロードでき

ます．

http://ftp.gnu.org/gnu/binutils/

本原稿を執筆時点での最新バージョンは 2.19 で，

binutils-2.19.1.tar.bz2がそのソース・コードです．

ドキュメントや多くの情報を得るにはbinutilsのWebサ

イトにアクセスするとよいでしょう．

http://www.gnu.org/software/binutils/

このパッケージには，アセンブラ（as）やバイナリ・ツー

ル（objcopy，ranlib，arなど），逆アセンブラ（objdump）

が含まれます．つまり，バイナリ・フォーマットのファイ

ルを扱うためのツールが数多く含まれています．

● コンパイラ・コレクション（GCC）

GCCパッケージは以下のURLからダウンロードできます．

ftp://ftp.gnu.org/gnu/gcc/

本原稿を執筆時点での最新バージョンは4.40で，gcc-

4.4.0.tar.bz2がそのソース・コードです．

ドキュメントや多くの情報を得るにはGCCのWebサイ

トにアクセスするとよいでしょう．

http://gcc.gnu.org/

このパッケージには，コンパイラが含まれます．Cや

C++，Java，Fortranなどの高級言語がサポートされてい

ます．サポートされるプロセッサ・アーキテクチャは現存

するすべてのプロセッサといえるほど，多数が網羅されて

います．

● ライブラリ（newlib）

ライブラリに関しては，コンパイラで使用する高級言語

にもよります．組み込みソフトウェア開発ではC言語が主

流であり，その際に使われるGNUのライブラリとして，

newlib（正確には，フリーではあるがGNUではない）と

glibcが有名です．

newlibは次のURLからダウンロードできます．

http://sourceware.org/newlib/

● デバッガ（GDB）

GDBパッケージは以下のURLからダウンロードできます．

ftp://ftp.gnu.org/gnu/gdb/

本原稿を執筆時点での最新バージョンは 6.8 で，gdb-

6.8.tar.bz2がそのソース・コードです．

ドキュメントや多くの情報を得るにはGDBのWebサイ

トにアクセスするとよいでしょう．

http://www.gnu.org/software/gdb/

GDBはコマンド・ラインで動作するツールです．GUI

を用意して使いやすくした Insightと呼ばれるパッケージ

も次のWebサイトから入手可能です．こちらのパッケー

ジはGDBを丸々収録しているので，筆者はInsightを愛用

しています．

http://sourceware.org/insight/

GNUツールを用いた開発の流れは図1のようになりま

す．この際，ソース・コードから実行形式までの一連の作
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SH-2A向けソフトウェアの開発には，ルネサス エレクトロニクスが提供しているHEWだ
けでなく，Free Software Foundationが提供しているコンパイラGCCをはじめとしたフ
リーのツール群も使えます．
ここでは，GNUフリー・ツールを使って，付属マイコン基板のSH-2Aを制御してみま

しょう． （筆者）
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